　　　　　　　　　　　――　ネコの彼女と白い少女　――

　晴れ渡る空。爽快な陽射しを浴びる近代的海上都市は銀色に輝いている。
　ウミネコの声が響き、塩気の多い風が都市の市街地を巡っていく。子供達は快活に路地を駆け、悪戯に追い掛け回される三毛猫は迷惑そうにその身を翻し、家屋の屋根へと跳ねるように逃げ出した。
　子供たちから逃げ延びて一段楽する三毛猫。一息つく彼女の元に一匹の黒猫が｢んニャァ～オ｣と、甘えるような猫撫で声で擦り寄ってきた。
「フガッ！」
　三毛猫の彼女が威嚇する。ビビった黒猫の彼は首を竦めて逃げ出してしまった。
　一難去った後。

　彼女はいつものように白壁の建造物の屋上へと飛び移った。ここは彼女にとってお気に入りの場所だ。芝生が茂り、清潔なこの場所で、一つ伸びをしてから毛づくろいするのが彼女の日課。

　屋上に飛び乗った彼女は目を丸くした。珍しい、今日は先客がいる。

　白い肌に白い服。髪まで白い一人の少女。

　その人は屋上の淵で膝を抱えて座り込み、呆然と空を眺めている。
　今にも消えてしまいそうな程おぼろで、そこにいるのがウソのようなその人。

　三毛猫の彼女はとりあえず、「フガッ」と一声唸ってみた――――。
　　　　　　　　　　　　――　ヴェルガー・ストーム　――
３RD・DIVE　＜
　大地に空いた巨大な亀裂。例えるなら太平洋の２倍程あるその亀裂を、人は「海」と呼ぶ。

　亀裂から覗く青色は水であり、轟々と星を駆け巡る地下水脈。この世に珍しい、断崖絶壁に囲まれた大洋がそこにある。

　この星に住むものにとっての海といえば、「地下にある」のが常識だ。地表はほぼ全て砂地に覆われ、植物もまともに存在しない。主に植物は地下に存在し、酸素の循環は大地の至る所にある亀裂を用いて行われている。

　よって世界は「地上」と「地下（海も含む）」そして近年新たに開拓され始めた「空（宇宙）」に大きく分けられる。

　地下世界は主に畑などの農耕地、食糧確保の為の中立地域であり、比較的質素な印象を受ける。それに対して地上は技術の先端地であり、高科学の織り成す贅沢な世界である。

　主に聖圏を巡る争いも地上での出来事。しかし、国の基盤となる物資の調達元である地下が要所となることも当然多い。

　「地下の安全神話」は聖圏戦争によって崩されてしまった。
　海上都市エーゲライト。喉やかな郊外とは違い、この都市の中心部、銀色の密林はハリケーンの様相を呈していた。

　ディア連合各地から急遽召集された連合の重役達。彼らは皆一様に黒色の施設へと向かっている。
　銀色のビル群で異彩を放つこの黒い建造物はディア国の軍事施設だ。
　そうそうたる顔ぶれで会合が開かれ、お偉方のおじ様おば様衆が施設の一室で顔を合わせた。怒り心頭な表情の者や、明らかに面倒臭がっている帰りたがりなど様々な議場。そんな面々にあって、だれもこの時期にこうして集まる事など予測していなかったことは共通している。
　先日のオーガノイズでの一件。あの事件が全ての要因である。

　大御所達が再戦の機会をジックリと伺っていた最中に全てを切り裂いた赤い一撃。若造の逸りによって分の悪い立ち上がりになってしまったとこの重役達はいきり立っている。

「あのガキが、調子に乗りおって！」

　一人が机を叩いて怒鳴った。

「これではこちらが悪役になりかねない……。ジハードもへったくれもあったものではないわね」

「だから反対したんだよ。私は言っただろう？　職にしては若すぎると……」

「このまま開戦したら世論が離れかねませんね」

「どうしたものか。だからといって下がれば非を確実なものにしてしまうし」

　一人が発言したことで、次々と意見に似たグチがこぼれる議場。議長が未だに現れていないので正式には会議中ではない。皆好き勝手に発言している。
　事件の主犯であるキュラが議場にいないことが一層愚痴をヒートアップさせた。
「キュラはまだ来ないのか？　召集はかかっているはずだろ」

「ん～、召集とか以前の問題かな」

「自覚が無い。自分のやった事の意味を理解していないのだろう。器が知れるな……」
「分相応というものがある。あの男に空母はあまりにも不釣合いだ」

「前半では確かに戦功を上げたが、これは古代戦争ではない。現代の戦争において戦場での立ち回りを過大評価し、頭脳に組み込むことはあまりに危険だ。彼はそれを我々に再認識させてくれたのさ」

「――彼は戦場以外でも国益に貢献しているのでは。空母もほとんど自給のようなものだし……」

　金髪で、透き通るような青い瞳の青年が口を開いた。

「貢献？　市民を抱きこむのが上手いだけだろ？」

「ん～、確かにルックスは良いやね」

「はんっ。アイドル気取りが発展して、英雄を気取っているのさ。過剰な自信ほど迷惑なものは無いな」

「そんなっ……」

　金髪の青年は、口を吐きそうになる文句を必死に飲み込む。

「まあいい。これであいつがどう弁明するのか楽しみだ」

「あやまられても困るんだがな……」

「消えればいいのよ。軍から去って反抗されても困るけど」

「――バドアル・キュラの進退は今、二の次でしょう？　現状をどうするか考えるべきです」

「でもやっぱやってくれたって感じだし。これ以上勝手に動かれても・困るしね？」

「ん～？　ていうかカステロ君。君はどうもキュラを擁護しているように思えるが。どうなのかね？」

　紫色のスーツに身を包んだ男は青年に舐めるような視線を向けた。

「――擁護ではありません。ただ、自分の意見を述べているだけです……」

　議場の視線が青年に向けられる。
　彼は視線から逃れるように手元のコップを見つめた。

　一声鳴いた後。三毛猫の彼女は少女を睨み付けていた。

　本来ならこの場所に自分以外の他者は無く、今頃ノンビリと毛並みの手入れをしているはずなのに。これだといまいち気分が優れない。つまるところ、少女が邪魔ということだ。

　この邪魔な少女は彼女の一声にも反応せず、相変わらず呆然と空を眺めている。清楚な横顔も、可憐な白い手足も、清潔そうな白い服も。猫の彼女にはどうでもよいこと。この少女も、毎日焼き魚の切り身をくれるおばちゃんも。彼女からすれば同じ人間でしかない。
「ウニャウっ！」

　前傾姿勢で威嚇する。先程よりも強い口調だ。

　彼女の呼びかけに今度は反応する少女。“ビクリ”と体を震わせた後、彼女の方に視線を移した。

　先程までの呆けた表情のまま彼女の姿を確認した少女は、緩やかな微笑みを浮かべた。
「こんにちは。いいお天気ね」

　少女は彼女に丁寧なあいさつをした。それはそよそよと吹く潮風よりも優しく、心が温かくなるようなやさしい声。

　だが、三毛猫の彼女はそれでも警戒を怠ることなく、“フーッ！”と唸り声を上げ続けている。「どうでもいいからさっさとどいてくれ」という心持ち全開である。

　そんな彼女を放っておいて、少女は再び空を見つめた。
　自由な空から視線を下ろせば、そこには鋼鉄の森林が鬱蒼と茂っている。その景色に憧れを抱く事はあれど、彼女にとってはもっと根本的な、生物的に基本なことの方が魅力的に感じられるのであろう。

　“歩く”という動作に憧れている彼女の現状を考えれば、それも自然と言える。

　少女が見つめる空。

　その青い空を戦闘機の黒い影が一つ、高速で過ぎ去って行く――。
「それにしても、サンザル公は遅いわね。忙しいお方なのはわかるけど……」
「遠方からわざわざ駆けつけたんだ。我々だって暇人ではないのだよ」
「ん～、君らなんかいい方さ。“宙（空）”からいちいち降りてくる私の身にもなってくれよ」

「それは自業自得だろ。だいたい、何を考えて空なんかに浮いてんだ？君らユシルドは」

「悌円（ていえん）様、口を慎んでいただきたい」

　紫色のスーツの隣、きつい目をした女が声を荒げた。

「ん～、エイリィ女官。僕の付き添いごときの君がそれを言っちゃぁいけないな」

「！　はっ、申し訳ありません」

　紫色のスーツの言葉に素直に頭を下げる女。

「ん～、悌円公。すまないね。　何せ公式の場に不慣れな新人議員でして」

「ふんっ、構わんがな。しかし、新人の女議員を代表として選抜するとは、やはり君らユシルドは何を考えているのかわからんね」

「ん～、褒め言葉として前向きに捉えさせていただきましょう」
　紫スーツの男が女の太ももを軽く指でノックする。額を顰めていた女は、表情を緩めて俯いた。

　キュラ批判も飽きたのか、雑談と社交・外交の場と成りつつある議場。議長の到着までまだ暫くかかるという情報が来てから、場は一層弛緩した。６８名も揃った各国の曲者はこの機会をただの「連合会議」ですませるつもりはない。
　何せ急な召集であったし、一大事でもあるので、普段顔を合わせにくい面子も揃っている。“キュラ”という共通の問題に対する話題から無難に会話を始められることも大きい。
　老獪な弁舌者が多い中、若年である金髪の青年はやりづらそうに議席に座っている。

　一応、連合盟主であるディア代表の１人としてそこにいるが、立場上、諸外国と交渉する知識も薄いし諸外国が交渉する意義も薄い。体育委員会に１人だけ図書委員が紛れ込んでいるようなものである。　それに、そもそも彼は本来、会議に出席しているどころではないのだ。
「……！」

　金髪の青年は自身の鞄から鳴る振動音に気がついた。

　いそいそと鞄から携帯電話を取り出す。

「カステロ君、議会中は電源を切ること！」

　彼の隣に座る齢６０程の渋い男が明るく忠告した。
「はっ、申し訳ありません…………っ！」

　あやまりつつ、突如血相を変える金髪の青年、カステロ。

「どうかしたのかい？」

「はっ、あの、ちょっと急な報せでして……」

「報せ？」

「はいっ。少し席を外させていただきます。すぐに戻りますので……」

　周囲の目を気にしながら、気まずそうに立ち上がる。

「ふぅん。ま、いいんじゃない？　どうせ議長もまだ来ないし。ところで、そんなに焦る連絡相手とは――」
「！」
「君はもてそうだからねぇ。女絡みの問題が１つや２つあっても、おかしくないよね！」

　両手の小指を立てて笑みを浮かべる渋い男。年のわりに動きが愉快だ。

「ち、違いますよ。大体、そんなことでは会議の席を外しませんし……」

「ほら、何しているんだ。急な連絡なんだろ？　早く行きなよっ」

　快活に背中を叩かれたカステロは戸惑った後、２・３度頭を下げてから議場を出て行った。
「あれ。彼、どうしたんだね？」
　渋い男に隣の老人から声がかかる。

「ああ、トイレですよ。最近頻尿に悩んでいるらしいです」

　威厳のある、真面目な態度で答える渋い男。

「へぇ、若いのにご苦労なことだね」

　渋い男のテキトウな答えを老人は真に受け、納得してしまった。
　数分の時が流れた。
　気張り続けた三毛猫の彼女も、そろそろ熱気が冷め始める頃合。どうにもどく様子が無い少女のことなどあまり気にならなくなってきた。

　一つ息を吐き出してその場に座り込む。もう仕方が無いのでこの辺で毛づくろいを始めることにしたようだ。

「高いねぇ」
　青い空を青い瞳で見つめながら、少女は誰に語るでもなく口を開いた。

　三毛猫の彼女は一瞬舌を止めたが、すぐに作業を再開する。

「あまりにも青くて、高い。なんだか吸い込まれそうね」

　少女は手を空に伸ばす。

「ほら、手を伸ばすとなんだかあの先に届く気がする。どんどん引っ張られて、どこが下で上かも解らない。落ちていきそう、あの先の真っ黒な世界に……」

　体が浮き上がるような感覚。高所に爪先で立つような不安が襲う。

　少女は急いで手を下ろした。
　しばらく空を畏怖の瞳で見ていたが、やがて溜息を吐いてその場に寝そべった。視線を三毛猫の彼女へと移すと、恥ずかしそうに微笑む。

「変だよね、こんなの」

　語りかけられた三毛猫は我関せずと身だしなみを整えるのに一心不乱だ。その様子を見て少女は「アハハっ」と、無邪気な笑みを浮かべた。

　議場の外、芝生の広がる庭園。近代的で冷徹無機質な人工物の１フロアを贅沢に使った仮初の自然。それでもここは普段、“憩い”の場として人々の役にたっている。
　今日は連合会議のため人気がまったく無いが、それでも噴水は冷水の循環を止めず、最新鋭の空調機は唸り続けている。ガラス張りのフロアを３６０度見渡した外の景色、それは余す事なく文明栄華の姿。
　人の気がない庭園の隅で、周囲を確認しながら電話に出るカステロ。
『――出るのが遅い』

　すると、すぐさま電話の向こうから男の不機嫌な声が聞こえてきた。

「遅いのは君のほうだろう、キュラ！」

　負けじと怒りを込めて受話器の先の男に答える。
「とっくに連合会は始まっているぞ！　今、どこにいるんだ？」
『上空１万２千ｍ。Bc（ビーク）の最新鋭、“１６”の中さ』
　先程とはうって変わり、とてもリラ～ックスした声で答えるキュラ。ちなみにBcとはディア連合特殊（高価な）戦闘機の総称である。
「！？っ。まだ空なのか！」
『“まだ”っていうか“もう”空だね。到着から１時間強で逆戻りさ』

「？　逆戻りって…………」

　しばらく自分が何を間違えたのか考えた後、まさかの答えが浮んできた。

「――つまり、エーゲには来たのだが召集を無視して議会をふけるってことか……」

　額を押さえるカストロ。溜息が自然と口から溢れ出る。

『もとより出頭する気など無い。ちょっと急な用事を済ませたかっただけさ』

　当たり前のことを至極当然に答えるような口ぶりで、電話口の先の男は答えた。
「――キュラ。解っているのか？　自分が何をして、今日の会が何のために開かれたっ……て」
　呆れすぎて言葉が詰まる。カステロはこみ上げる怒りと諦めと脱力感とちょっとした笑いを抑えて黙り込んだ。

『いちいち細かい奴だ。そんなことだからいつまでもベッドで１人なのだよ』

　受話器先で呆けているであろう友の姿を思い浮かべながら、キュラは実に楽しそうに悪態をつく。

　一層呆れたのか、その場に座り込むカステロ。チラリと見た窓の外。目に映りこんできた遠方の“３３３”の表記。この国でこの表記は「大型医療施設」を示す。
「――なんだか全て繋がったよ。どうして僕がこの会に出席しているのか。そして、サンザル様が遅れている理由……」
『そういうことだ。テキトウな感じで叔父上に合わせといてくれ』
「あ～あ、余計な心配して出席しなきゃよかった……」

『ふふっ、信頼しているよ。優秀なる軍部第二席参謀指令、その頭脳の回転をな』
「へいへい」

　この相手に利用されるのはいつものことなので、今更深く落ち込みはしない。カステロは苦笑いと共に、キュラの押し付けがましい依頼を引き受けた。
　毛づくろいも終わり、三毛猫の彼女は欠伸を一つかいてその場に寝転んだ。晴天の下、ぐぐぅっと芝生の上で体を伸ばすと、幸福感で意識が飛びそうになる。
　それを見ていた白い少女も真似をして、ぐぐぅっっと両手を精一杯伸ばして背を引っ張る。

「アひぁ～～」

　っと、思わず声が出た。なんだかとっても自由な気分。
　三毛猫の彼女は眠たくなったのか、前足で目を擦っている。すると、やはり少女も真似をして手で目を擦る。
　チラチラと視界に映る少女の動き。それが気に食わないのか、三毛猫の彼女は体をくねらせて寝返りをうった。少女もそれに次いでゴロンとうつ伏せになる。
――５分ほど経過して。

　三毛猫の彼女はすっかりだんまりを決め込んでしまった。それがいつもの昼寝なのかフテ寝なのかは彼女にしかわからない。

　しばらくうつ伏せのまま呆ぅっと景色を眺める白い少女。

　視界に映る整備された芝生の屋上が、えらく遠くまで続いているように見える。
　芝生の地平線に乗っかっている青い空は流動的で、雲が早い。地平線の先、遥か彼方に霞む黒い影の線は、話に聞く大海を囲む絶壁か。

　寝転がってから２０分も経った頃。少女は今の状態に飽きた。正直、最初は楽しかったが、よくよく考えると普段見ている窓の外の景色と大差ない。同じようなものである。
　そんな頃合、チラリと横を見ると面白そうな相手がいるではありませんか。
　スヤスヤと眠りこける三毛猫の彼女に興味津々なご様子で、少女は彼女に近づこうと身を起こそうとした。
　そして、気がついた。
　身を起こそうとしたとき、しばらく忘れていた現実を思い出し、少女は気がついた。

　少女は両腕を立てて起き上がろうとしたが、四つん這いの状態のまま動作が固まった。どんなに力を込めても、それ以上起き上がれない。いや、それ以前に力を込める事すらできない。
　少女の下半身は、彼女の立ち上がろうとする意思を無視し、反応しない。辛うじて右足が若干動いている気がするものの、左足は一切の反応をしない。

　足を抱えて座る時も、両手で膝を引き寄せていた。大きく伸びをした時も、腕と背中だけ伸びて、足は屈んだままだった。松葉杖を使っても、平らな廊下を歩くことすら酷く時間がかかった。

　　階段は、這いつくばってなりふり構わず登った。
　　外が恋しいから、必死に登った。
　　ガラス越しではなく、この目で空を見たいから、懸命に登った。
　　自分の力で外を見たいから、少女は一心不乱に登った――。
　一度体をくねらせて横向きになってから、両腕をつっかえ棒にしてか弱い腹筋に精一杯力を込めて体を起こす。寝るのと起きるのとではわけがちがう。
　起こした上半身と、何とも言えない姿勢の足。その両膝を両腕で引き寄せて抱え込む。
　やがてこの両腕も動かなくなる。その前に、腹筋が自分を無視するようになる。そのもっと前に、自分で尿意を感じられなくなる。
　それからしばらく、あと３ヶ月ほど――――。
　フラリと目が覚める。猫の彼女は大きく欠伸をして、ノンビリと身を起こした。視界には相変わらず人間が１人。白い肌に白い服。髪まで白い少女の姿。
　その人は芝生の上で膝を抱えて座り込み、呆然と空を眺めている。

　今にも消えてしまいそうな程おぼろで、そこにいるのがウソのようなその人。青く、透き通る瞳で空を見つめている。
　　　　　　　　　　　　　「全然、同じじゃないよね――」
　だれに言うでもなく、少女は呟いた。
　その人の言葉なんて、猫の彼女には理解できない。その人の頬を伝う物が何かなんて、猫の彼女は言葉にできない。
　三毛猫の彼女はとりあえず、「ぅニャ～ウ？」とその人に問いかけてみた――――。
